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①上位の政策名 政策目標４ 科学技術の戦略的重点化

②施策名 施策目標４－７ 宇宙分野の研究・開発・利用の推進

③主管課 （主管課）研究開発局宇宙政策課 （課長：関 裕行）
及び関係課 （関係課）研究開発局宇宙開発利用課 （課長：大塚 洋一郎）

（課長名）

達成度合い又は進捗状況④基本目標
及び達成目標

基本目標４－７（基準年度：昭和６２年度 達成年度：平成２７年度）
宇宙というフロンティア分野で先端科学技術に挑戦し 「人類の将来 概ね順調に進捗、

につながる知見を獲得」するとともに 「社会経済への貢献」及び「宇、
宙活動基盤の強化」を目指す。

達成目標４－７－１ 基準年度：平成３年度 達成年度：平成１９年度 概ね順調に進捗（ ）
月・地球型惑星、小惑星、磁気圏など太陽系科学探査技術の確立に向

けて、第１７号科学衛星（ＬＵＮＡＲ－Ａ）や月周回衛星（ＳＥＬＥＮ
） 、 、 。 、 「 」Ｅ の開発 打上げ 運用を行う また 第２０号科学衛星 はやぶさ

（ＭＵＳＥＳ－Ｃ）の運用を行う。

達成目標４－７－２ 基準年度：平成９年度 達成年度：平成２１年度 想定したどおりには（ ）
宇宙からの天文観測において最先端の観測技術の確立に向け、第２１ 進捗していない

（ ） （ ）、号科学衛星 ＡＳＴＲＯ－Ｆ や第２２号科学衛星 ＳＯＬＡＲ－Ｂ
第２３号科学衛星（ＡＳＴＲＯ－ＥⅡ）の開発、打上げ、運用を行う。

達成目標４－７－３ 基準年度：平成７年度 達成年度：平成２１年度 概ね順調に進捗（ ）
高度な地球観測技術の確立に向けて、陸域観測技術衛星（ＡＬＯＳ）

の開発、打上げ、運用を行う。また、米国の地球観測衛星（Ａｑｕａ）
に搭載されたＡＭＳＲ－Ｅ、環境観測技術衛星「みどりⅡ （ＡＤＥＯ」
Ｓ－Ⅱ）の運用を行う。

達成目標４－７－４ 基準年度：平成５年度 達成年度：平成２２年度 概ね順調に進捗（ ）
高度な衛星通信技術の確立に向けて、光通信技術試験衛星（ＯＩＣＥ

ＴＳ）や技術試験衛星Ⅷ型（ＥＴＳ－Ⅷ 、超高速インターネット衛星）
（ＷＩＮＤＳ）の開発、打上げ、運用を行う。また、データ中継技術衛
星「こだま （ＤＲＴＳ）の運用を行う。」

達成目標４－７－５ 基準年度：平成８年度 達成年度：平成１６年度 概ね順調に進捗（ ）
宇宙輸送系技術の完成と維持・発展による自在な打上げ手段の確保に

向けて、平成１７年度からの民間移管に向けて、平成１６年度までにＨ
－ⅡＡロケットを９号機まで確実に打ち上げるとともに、開発を完了す
る。

達成目標４－７－６（基準年度：昭和６２年度 達成年度：平成２７年度） 概ね順調に進捗
日米欧加露の国際協力の下で行われている国際宇宙ステーション（Ｉ

ＳＳ）計画を推進し、有人宇宙活動の基礎的な技術の確立、宇宙環境利
用の促進に向けて、我が国初の有人宇宙施設「きぼう」を開発、運用す
る。

⑤ 各達成目標の （４－７－１）
現 達成度合い ＬＵＮＡＲ－Ａ、ＳＥＬＥＮＥについては、それぞれ平成１６年度、平成１７年度の打上げ
状 （達成年度が を目指し開発中 「はやぶさ」については、平成１５年５月に打上げており、現在、探査対象。
の 到来した達成 天体の小惑星に向けて航行中。概ね順調に進捗。
分 目標について
析 は総括） （４－７－２）
と ＳＯＬＡＲ－Ｂ、ＡＳＴＲＯ－ＥⅡについては、それぞれ平成１７年度、平成１６年度の打
今 上げを目指し開発中。ＡＳＴＲＯ－Ｆについては、平成１５年度の打上げを目指し開発を行っ

、 、 。 、 、後 ていたが 試験中に不具合が見つかったため 打上げ年度の変更を検討中 なお これに伴い
の ＳＯＬＡＲ－Ｂの打上げ年度の変更を検討中。想定したとおり進捗していない。
課
題 （４－７－３）

ＡＬＯＳについては、平成１６年度の打上げを目指し開発中。Ａｑｕａに搭載されたＡＭＳ
Ｒ－Ｅについては、平成１４年５月に打上げられており、観測データの取得、一般への配付が
行われている 「みどりⅡ」については、平成１４年１２月に打上げており、観測データの取。
得や「こだま」との衛星間通信実験を行っている。概ね順調に進捗。

（４－７－４）
ＥＴＳ－Ⅷ、ＷＩＮＤＳについては、それぞれ平成１６年度、平成１７年度の打上げを目指

し開発中。ＯＩＣＥＴＳについては、平成１７年度の打上げを目指し準備中 「こだま」につ。
いては、平成１４年９月に打上げており 「みどりⅡ」との衛星間通信実験を行っている。概、
ね順調に進捗。
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（４－７－５）
平成１４年９月にＨ－ⅡＡロケット３号機、１２月に４号機、平成１５年３月に５号機を打

上げ成功。平成１７年度からの民間移管に向けて、開発を継続中。概ね順調に進捗。

（４－７－６）
ＩＳＳの日本の実験棟（ＪＥＭ、愛称「きぼう ）については、米国のＩＳＳ予算の超過に」

起因するスケジュール見直しの動き等を踏まえ、国際調整を経て、平成１６年度、１７年度で
３回に分けて打ち上げる予定を、平成１７年度、１８年度、１９年度の打上げに変更した。し
かし、ＩＳＳ本体結合部との実機組み合わせ試験実施のため、平成１５年６月に与圧部の米国
への輸送が終了するなど、我が国の担当する「きぼう」の開発は予定どおり行われており、概
ね順調に進捗。なお、米国スペースシャトル「コロンビア号」の事故により、ＩＳＳの組立て
スケジュールに遅延が生じている。

基本目標達成 宇宙分野の研究・開発・利用の促進にあたっては、国の存立の基盤となる研究開発分野であ
に向けての進 り、戦略的に推進することが重要であるとの認識の下、積極的に推進することとしている。
捗状況 このため、我が国を代表する宇宙機関である、宇宙科学研究所、航空宇宙技術研究所及び宇

宙開発事業団を統合し、新たに、中核機関となる独立行政法人宇宙航空研究開発機構を設立す
ることとした。第１５５回国会において独立行政法人宇宙航空研究開発機構法が成立した。現
在、宇宙開発委員会において、宇宙航空研究開発機構の中期目標の基となる「宇宙開発に関す
る長期的な計画」の策定に向けた審議を行っているところである。
また、衛星やロケット等についても順次開発を進め、確実な打上げ、着実な運用を行ってい

るところである。
個々の達成目標について、ほぼ概ね順調に進捗にしていることから、基本目標についても概

ね順調に進捗している。

今後の課題 平成１５年１０月の新機関設立に向けて万全の準備を行う。
今後も引き続き衛星等の開発を行い、確実な打上げを行うとともに、既に打上げられている

衛星について着実な運用を行う。また、Ｈ－ⅡＡロケット能力向上やＬＮＧ推進系の開発を行
い、自在な打上げ手段の確保に向けた取り組みを進める。

評価結果の15 ○３機関の研究開発体制の一段の強化、効率化を図るために３機関を統合し、独立行政法人宇
年度以降の政 宙航空研究開発機構を設立。
策への反映方 ○宇宙科学を着実に実施するため、引き続き宇宙からの天文観測や太陽系科学探査を実施。
針 ○引き続き高度な地球観測技術や衛星通信技術の確立のための衛星開発や運用を実施。
(政策評価法 ○Ｈ－ⅡＡの民間移管に向け、Ｈ－ⅡＡロケットの信頼性向上を図るべく「信頼性革新プロジ
第11条に基づ ェクト」に重点化。
く総務大臣へ ○Ｈ－ⅡＡ能力向上型の開発を民間に主体性を持たせた開発プロセスで開始。
の通知事項) ○ＬＮＧ推進系の開発を民間主導のＧＸロケットプロジェクトにより実施。

○国際宇宙ステーション計画の国際的見直しを踏まえつつ、引き続き着実に推進。

⑥指標 指標名 １０ １１ １２ １３ １４

Ｈ－ⅡＡロケット打ち上げ数 － － － ２ ３
（達成目標４－７－５関係）

参考指標 打上げられた衛星数 １ ０ ０ ０ ０ISAS
達成目標４－７－１ ２ ３ ４関係 ０ ０ １ ２ ４（ 、 、 、 ）NASDA

運用中の衛星数 ６ ６ ６ ５ ５ISAS
達成目標４－７－１ ２ ３ ４関係 ７ ４ ２ ３ ７（ 、 、 、 ）NASDA

備 考



宇宙活動基盤の強化社会経済への貢献
人類の将来につなが
る知見を獲得

達成目標４－７－１：
月・地球型惑星、小
惑星、磁気圏など太
陽系科学探査技術の
確立に向けて、第１
７号科学衛星（ＬＵ
ＮＡＲ－Ａ）や月周
回衛星（ＳＥＬＥＮ
Ｅ）の開発、打上げ、
運用を行う。また、
第２０号科学衛星
「はやぶさ」（ＭＵ
ＳＥＳ－Ｃ）の運用
を行う。

達成目標４－７－
２：
宇宙からの天文観
測において最先端
の観測技術の確立
に向け、第２１号
科学衛星（ＡＳＴ
ＲＯ－Ｆ）や第２
２号科学衛星（Ｓ
ＯＬＡＲ－Ｂ）、
第２３号科学衛星
（ＡＳＴＲＯ－Ｅ
Ⅱ）の開発、打上
げ、運用を行う。

達成目標４－７－
３：
高度な地球観測技
術の確立に向けて、
陸域観測技術衛星
（ＡＬＯＳ）の開
発、打上げ、運用
を行う。また、米
国の地球観測衛星
（Ａｑｕａ）に搭
載されたＡＭＳＲ
－Ｅ、環境観測技
術衛星「みどり
Ⅱ」（ＡＤＥＯＳ
－Ⅱ）の運用を行
う。

達成目標４－７－４：
高度な衛星通信技術
の確立に向けて、光
通信技術試験衛星
（ＯＩＣＥＴＳ）や
技術試験衛星Ⅷ型
（ＥＴＳ－Ⅷ）、超
高速インターネット
衛星（ＷＩＮＤＳ）
の開発、打上げ、運
用を行う。また、
データ中継技術衛星
「こだま」（ＤＲＴ
Ｓ）の運用を行う。

達成目標
４－７－５：
平成１７年度
からの民間移
管に向けて、
平成１６年度
までにＨ－Ⅱ
Ａロケットを
９号機まで確
実に打ち上げ
るとともに、
開発を完了す
る。

達成目標４－７－
６：
日米欧加露の国際
協力の下で行われ
ている国際宇宙ス
テーション計画を
推進し、有人宇宙
活動の基礎的な技
術の確立、宇宙環
境利用の促進に向
けて、我が国初の
有人宇宙施設「き
ぼう」を開発、運
用する。

施策目標４－７ 宇宙分野の研究・開発・利用の推進

・地球型惑星を中心
に探査、中長期的に
は探査対象を拡大

・宇宙及び生命 の
起源に迫る観測を
実施

・地球環境の国際
的な定常観測シス
テムの構築に貢献
・データ処理・配布
システムの改善

・通信サービス
の拡大に貢献
・衛星測位の要
素技術の確立

・自在な宇宙開
発活動の実施
・宇宙産業の国
際競争力強化

・新材料・新医薬研究
・ＩＳＳ一般利用の推 進
・有人宇宙活動のため
の基盤的技術の習得

宇宙というフロンティア分野で先端科学技術へ挑戦宇宙というフロンティア分野で先端科学技術へ挑戦

77




